
名称 
（都）久屋町線 

久屋大通 

経緯 

Ｓ２１年 都市計画決定 

Ｓ２４年 整備着手 

Ｓ３８年 道路概成 

Ｓ４５年 道路と公園の着用工作物として整理 

し、都市公園法に基づく都市公園と 

して整備 

Ｓ５３年 名鉄瀬戸線栄町駅、地下街及び地下 

     駐車場を久屋大通の地下に建設 

延長 
約 1.7km（当初） 

約 1.7km（現在） 

種級 広路（当初計画）、４種１級（現在） 

幅員 

100m（当初計画） 

100m（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

70～72％（昭和後期～平成初期） 

→78％（現在）

街路樹 ケヤキ、メタセコイヤ 他 

供用開始当時の様子。右奥には、昭和 29 年に完成した名古屋テレビ塔

が見える。

１
０
０
ｍ
道
路
で
あ
る
久
屋
町
線
は
、
戦
後

の
復
興
都
市
計
画
街
路
の
一
つ
と
し
て
、
火
災

等
の
災
害
の
防
止
、
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
等
を
目

的
に
、
昭
和
２
１
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

昭
和
２
４
年
か
ら
整
備
に
着
手
し
、
昭
和
３

８
年
に
道
路
が
概
成
し
た
。

＜昭和３８年頃の久屋町線＞ 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

名古屋市 

（都）久屋
ひ さ や

町
ちょう

線
せ ん

諸元表 

＜出典：名古屋市「なごや 100 年」＞ 
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＜昭和後期～平成初期＞ 

＜現在＞ 

※当初整備時の幅員構成は不明 

し、日本最大の Park-PFI 事業にふさわしい、発信力のある公園を創出。 

＜再整備のイメージパース＞ 

都
心
の
シ
ン
ボ
ル
空
間
と
し
て
多
く
の
方
々
に
親
し

ま
れ
て
お
り
、
現
在
は
、
更
な
る
魅
力
向
上
に
向
け

た
再
生
事
業
が
進
ん
で
い
る
。

＜現在の久屋町線＞ 

道
路
中
央
部
分
が
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
当
初
は
道
路
の
中
央
帯
と
し
て
の
位
置
づ

け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
４
５
年
に
道
路
と

公
園
の
兼
用
工
作
物
と
し
て
整
理
が
な
さ
れ
、
都

市
公
園
法
に
基
づ
く
都
市
公
園
と
し
て
整
備
、
供

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

名
古
屋
市
で
は
、
久
屋
大
通
の
再
生

に
向
け
、
平
成
２
９
年
の
都
市
公
園
法

改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

P
a
rk
-
P
F
I

制
度
を
導
入
し
、
久
屋
大
通
公
園
（
北

エ
リ
ア
・
テ
レ
ビ
塔
エ
リ
ア
）
内
に
お

い
て
飲
食
店
・
売
店
等
の
収
益
的
な
施

設
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
久
屋
大
通

公
園
（
北
エ
リ
ア
・
テ
レ
ビ
塔
エ
リ
ア
）

全
域
に
わ
た
り
園
路
や
広
場
等
の
一
般

的
な
公
園
施
設
の
整
備
及
び
管
理
運
営

を
行
う
事
業
者
の
公
募
を
実
施
し
た
。

オアシス 21 

テレビ塔 

＜出典：名古屋市「久屋大通のあり方（案）」

＜出典：名古屋市「久屋大通公園（北エリア・テレビ塔エリア）整備運営事業提案の選定結果」＞ 

久屋大通公園を名古屋の「サステナブルな発展を底支えするインフラ」へと再生 

＜出典：名古屋市「名古屋市都市計画図情報提供サービス」＞ 

＜出典：名古屋市「久屋大通街路整備事業概要」＞ 

＜出典：名古屋市「久屋大通街路整備事業概要」＞ 
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